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[ 郷土ゆかりの文化財編 ]

■人　　口＝93,682人（男44,770人、女48,912人）

■世 帯 数＝38,455世帯

○前年同期

　人　　口＝94,601人（男45,169人、女49,432人）

　世�帯�数＝38,014世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

９月�（本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／  6件（　 84件・－17件）

　　　　　　死　　者／　0人（　　1人・ ＋1人）

　　　　　　負 傷 者／  7人（　104人・－13人）

■火　　災＝火災件数／　4件（　 30件・ －6件）

　　　　　　焼 死 者／　1人（　　2人・ ±0人）

■救急活動＝出動件数／287件（2,949件・＋249件）

　　　　　　搬送人員／270人（2,678人・＋223人）
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賢治の名刺

２種

～賢治の自己紹介～

問い合わせ

　宮沢賢治記念館　☎31-2319

▲宮沢賢治が使用していた農学得業士の名刺（�左）と東北砕石
　工場技師の名刺（右）

　
名
刺
は
、
姓
名
や
職
業
、
身
分
な
ど
を
記

し
た
も
の
で
、
訪
問
や
面
会
な
ど
人
と
接
す

る
際
に
用
い
る
も
の
で
す
が
、
宮
沢
賢
治
も

生
涯
の
中
で
い
く
つ
か
の
名
刺
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
全
部
で
６
種
類
が
現

存
し
、
宮
沢
賢
治
記
念
館
で
は
２
種
類
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
農
学
得
業
士
と
書
か
れ
た
も
の

で
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
の
研
究
生
と
し
て

岩
手
県
稗
貫
郡
の
土
性
調
査
に
携
わ
っ
た
と

き
の
も
の
で
す
。「
得
業
士
」と
は
今
で
い
う

「
学
士
」の
意
味
で
、
大
正
７（
１
９
１
８
）年

頃
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
東
北
砕
石
工
場
技
師
と
書
か

れ
た
も
の
で
す
。
東
北
砕
石
工
場
と
は
、
大

正
14（
１
９
２
５
）年
に
工
場
主
の
鈴
木
東
蔵

が
、
現
在
の
一
関
市
東
山
町
に
設
立
し
た
石

灰
岩
を
採
取
し
販
売
を
す
る
小
工
場
で
し

た
。
賢
治
は
、
日
本
の
よ
う
な
雨
の
多
い
地

域
に
み
ら
れ
る
酸
性
土
壌
の
改
良
に
、
石

灰
岩
の
粉
末
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
学

び
、
農
民
に
説
い
て
い
ま
し
た
。
昭
和
６

（
１
９
３
１
）年
に
賢
治
は
鈴
木
に
請
わ
れ
技

師
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
仕
事

の
内
容
は
販
売
や
宣
伝
と
い
っ
た
多
分
野
に

及
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
名
刺
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
に
せ
っ
せ
と
足
を
運
ぶ
賢
治
の
姿
が
想
像

で
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら「
童
話
作
家
」ま
た

は
「
詩
人
」
と
い
っ
た
名
刺
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
生
前
に
文
学
で
大
成
し
て
い
れ
ば
そ
う

い
っ
た
名
刺
も
作
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
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